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てさらに 2 年間学んだ3。そして、大正 2 （1913）年 3 月に研究科を修了すると直ぐに同校の授
業嘱託となった4。同年夏に入学した東北帝国大学では5、林鶴一教授の下で研究に取り組み6、
大正 5 （1916）年 7 月に卒業して日本初の女性理学士の一人となった。その後は、講師として
母校の東京女高師の教壇に復帰したが7、大正 8 （1919）年に画家の金山平三と結婚し8、その翌




は、昭和13（1938）年にウィーンの数学者 Anton E. Mayer が『Mathematische Zeitschrift』




















東北大学史料館紀要　第 9 号（2014. 3 ）22
（1）日記「昭和13年 2 月」（写真 1）
［翻刻］































物ガ届イテ居ル 不思議ニ思ヒナガラ若シヤト万一ヲ希望シテ開ケテ見ルト E.Mayer 氏ノ論文
ノ別刷デ其最初ノ頁ニ私ノ名ト目録トガ引用セラレテ有リ其上其場所へ鉛筆で I would be glad 




























ようである。（1）の日記の昭和 8 （1933）年 8 月
の部分には「隋感録ヲ記シ初ム」と書かれており、












































































写真 4写真 5写真 6























































3  「明治四十四年　日誌」（お茶の水女子大学歴史資料館所蔵）、明治44年 4 月11日条。





大正 2 （1913）年 8 月19日付で東京女高師が牧田らくの服務義務猶予を文部省へ願い出て、その件が 8 月
30日付で文部大臣より許可されている。［「大正二年　日誌」（お茶の水女子大学歴史資料館所蔵）、大正 2
年 9 月 1 日条。］
6  金山は在学中、大正 4 （1915）年に「The squares in a regular polygon」を『東北數學雑誌』第八巻へ、
翌年に「The convex quadrilateral in which an infinite number of squares may be inscribed」を『東北數
學雑誌』第九巻へ発表している。
7  「大正五年　日誌」（お茶の水女子大学歴史資料館所蔵）、大正 5 年 7 月31日条。
8  結婚式を大正 8 （1919）年 3 月25日に挙行し、同年11月25日に入籍した。（飛松實『金山平三』、日動出版
部、1975年、217頁。）
9  「大正九年　日誌」（お茶の水女子大学歴史資料館所蔵）、大正 9 年 2 月 3 日条。
10 「大正九年　日誌」（お茶の水女子大学歴史資料館所蔵）、大正 9 年 4 月 7 日条。
11 飛松實『金山平三』、日動出版部、1975年、376～377頁。
12 主催はお茶の水女子大学歴史資料館。平成25（2013）年10月15日から11月 8 日の間に企画展示特別公開を
実施した。
13 東京女高師の卒業証書や研究証書はあったが、東北帝国大学の卒業証書は無かった。
14 昭和16（1941）年の日記には次のような記載も見られる。 1 月「ドイツ　ボン大学 E. A. Weiss 氏ヘ別刷
（Linkage　ノ）ヲ送ル」、 2 月「十七日 E. A. Weiss 氏ヨリ著書ヲ恵與セラル（Punktreihen geometrie）」、
3 月「三月二十五日 Weiss 氏ヨリ音信頂戴」。
15 兵庫県立美術館の西田桐子学芸員によると、金山らくの資料は『金山平三』の著者である飛松實を経由し
て兵庫県立美術館に入ったという。よって、「らく夫人筆」としたのは飛松である可能性が高いが、確か










19 野々村（旧姓土肥）八十は女子高等師範学校高等師範学科を明治30（1897）年 3 月に卒業している。「女
子高等師範学校一覧　自明治三十一年四月至明治三十二年三月」、近代デジタルライブラリー。
20 飛松實著『金山平三』、日動出版部、1975年、177～179頁。
21 「東京文理科大学東京高等師範学校一覧　昭和十三年度」、近代デジタルライブラリー。
22 『金山平三』の著者である飛松實が収集した資料には、金山平三が妻らくに書き送った書簡が700通余り含
まれていたという。（西田桐子「金山平三の芸術―さらに謎として」『日本の印象派・金山平三　移りゆく
時間の中で描く日本の風景』、兵庫県立美術館、公益財団法人ひろしま美術館、2012年。）
23 「東京帝国大学一覧　昭和十三年度」、近代デジタルライブラリー。
24 「東北帝国大学理科大学一覧　自大正二年至大正三年」、近代デジタルライブラリー。
25 兵庫県立美術館には、昭和26（1951）年から昭和41（1966）年の金山らくの手帳が所蔵されている。
26 昭和39（1964）年の金山らくの手帳（兵庫県立美術館所蔵）の10月29日の欄には、お茶の水女子大学附属
図書館へ雑誌を寄贈したことについて記載がある。また、お茶の水女子大学理学部数学科所蔵の金山らく
寄贈雑誌のうち、『東北數學雑誌』第壹卷第壹號の表紙には金山により「贈呈」と書かれ、お茶の水女子
大学附属図書館の印が昭和39年（1964）年10月29日の日付で押されている。
